
事業区分

事業番号

3-8

Ｈ30 R1 R2 R3 R4 総事業費

1,962 1,962 1,962 5,886

1,962 1,962

1,962 1,962 3,924

1,962 1,962 1,962 5,886

施策体系との関連

成　果 　事業運営の補助員として、エントリー等の基本的な対応及び事務処理に従事し、円滑な大会運営を行う。
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管理主体

運営方法

施設維持費

概算人件費

合計／年

国庫支出金

道支出金

地方債

３　事務事業の概要

年　度 概　　要

Ｈ30

R1

R3 大会の運営及び事前準備（参加の手引きの発送、受付等）

R4 大会の運営及び事前準備（参加の手引きの発送、受付等）

（単位：千円）

事業費

R2 大会の運営及び事前準備（参加の手引きの発送、受付等）

その他

一般財源

人員(人工）

職員費（人員×7,673千円）

総事業費

施策目標 誰もが日常生活の中でスポーツ活動に親しむことができるまち

２　事務事業の目的

目　的
　例年8月に開催される最東端ねむろシーサイドマラソンに際し、運営及び事前準備等に従事し、事業を円滑
に進めることを目的とする。

実施方法 ■直営（市が直接実施）　　□補助（民間等に補助）　　□委託（民間等に委託）　　□その他

事務区分

スポーツ活動の推進

■自治事務　　□法定受託事務

事務事業評価（事前評価）シート【令和２年度】

主管課（担当名） 社会体育課（社会体育担当）・総務課（職員担当）
■実施計画
□重点プロジェクト

事務事業名 シーサイドマラソン開催に伴う会計年度任用職員給与費 12686

１　施策体系

施策区分



1,062人 1,250人 1,250人

ア．

作成年月 令和2年6月

活
動
指
標

指　標　名

■本事業の有効性が高い　　□本事業の有効性がある　□既存事業と大きな差はない

イ．
アを踏まえ、担当
部局の方針

■計画どおり着手が適当　　□再検討し実施する　　□着手を延期する

本事業は市外からの参加者も多く、根室市や北方領土問題のPR効果も期待でき、リピーターの増加にもつな
がるものと考えていることから、円滑な大会運営に努める。

計画値
（R1）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

ア．

■かなりのニーズがある　　□ニーズはある　　□ニーズはあまりない

　毎年、根室市民約300人の参加があり、普段の活動の成果を発揮する機会の場であるとともに、1,000人以
上の参加者への根室市や北方領土問題のPR機会となっておりニーズはある。

市民ニーズ

イ．

　専従職員を配置することにより、円滑な事業運営が期待でき、より一層参加者ニーズに対応することが可能
となるため有効性は高い。

７　今後の事業の進め方

総合政策部で
付された意見

【計画どおり実施】
円滑な大会実施に向けて準備を進めるとともに、参加者ニーズを捉えた大会運営を進められたい。

事業の公平性

カ． 事業の有効性

事業の緊急性

　誰もが参加しやすいよう距離や年齢、性別に応じて幅広く種目設定を行っており、公平である。

ウ．

■緊急性が高い　　□緊急性はある　　□緊急性はない

エ． 手段の適切性

オ．

　参加者数の増加に対応し、大会をより充実、発展させるために専従職員を配置し、事務局の体制強化が必
要である。

■適切である　　□現状として妥当である　　□検討の可能性はある

　専従職員を会計年度任用職員として雇用することにより、大会実行委員会事務局（市教委社会体育課）や協
力団体と連携強化が図られ、円滑な事業実施に資するものであり適切である。

■公平性は高い　　□概ね公平である　　□改善の余地はある

■市が実施すべきである　　□市の実施について検討の余地あり　　□市以外で実施可能である

　「根室市スポーツ推進計画」で「市民一人1スポーツ」を目標としていることから、市民のスポーツ振興及び体
力の向上を図る必要があるため

５　事務事業の効果について

取組みに当たって
期待される効果など

　専従職員を配置することにより、運営に係る事務作業が効率化される。

６　評価の視点

最東端ねむろシーサイドマラソン参加者数

事務事業改善策

（継続事業のみ記入）

市が実施する
必要性

４　事務事業の現状と課題



事業区分

事業番号

3-8

Ｈ30 R1 R2 R3 R4 総事業費

2,249 2,249

2,200 2,200

49 49

0.08 0.08

614 614

2,863 2,863

事務事業評価（事前評価）シート【令和２年度】

主管課（担当名） 社会体育課（社会体育担当）
■実施計画
□重点プロジェクト

事務事業名 青少年センター整備事業 12783

１　施策体系

施策区分 スポーツ活動の推進

施策目標 誰もが日常生活の中でスポーツ活動に親しむことができるまち

２　事務事業の目的

目　的
　経年使用により劣化し耐用年数が過ぎている変圧器及び負荷開閉器等の機器を更新することにより、施設
の機能回復を図り、利用者が安全・快適にスポーツに親しめるよう、適切な施設運営を図ることを目的とする。

実施方法 ■直営（市が直接実施）　　□補助（民間等に補助）　　□委託（民間等に委託）　　□その他

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務

３　事務事業の概要

年　度 概　　要

Ｈ30

R1

R2 変圧器、負荷開閉器等の更新

R3

R4

（単位：千円）

事業費

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

一般財源

人員(人工）

職員費（人員×7,673千円）

総事業費

管理主体

運営方法

施設維持費

概算人件費

合計／年

事
業
費
と
内
訳

施策体系との関連

成　果
　変電設備の更新により、設備の機能回復が図られ、施設の不具合などによる事故を未然に防止し、利用者
の安全を確保できる。
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0件 0件 0件

ア．

作成年月 令和2年6月

ウ．

４　事務事業の現状と課題

電気系統の故障による対応件数

事務事業改善策

（継続事業のみ記入）

７　今後の事業の進め方

総合政策部で
付された意見

【速やかに推進】
施設の適正な維持管理に努めるとともに、市民のスポーツ活動の機会拡充と利用しやすい環境整備を推進さ
れたい。

事業の公平性

カ． 事業の有効性

５　事務事業の効果について

取組みに当たって
期待される効果など

　施設の適正な維持管理により、電気系統の事故発生率が抑制され、利用者が安全にスポーツに親しむこと
ができる。

６　評価の視点

■かなりのニーズがある　　□ニーズはある　　□ニーズはあまりない

　近年の健康づくりに対する意識の高まりや、子どもの体力低下、少子高齢化に伴う人間関係の希薄化を解
消する手掛かりとして、スポーツへの関心や期待が高まっている。

■市が実施すべきである　　□市の実施について検討の余地あり　　□市以外で実施可能である

　市が管理するスポーツ施設であり、適正に管理する責任がある。

■緊急性が高い　　□緊急性はある　　□緊急性はない

エ． 手段の適切性

オ．

　変圧器の耐用年数を経過しており、事故の未然防止のため早急な改修が必要である。

■適切である　　□現状として妥当である　　□検討の可能性はある

　関連機器は製造から20年以上経過し、修繕での対応が不可能であり交換が必要である。

■公平性は高い　　□概ね公平である　　□改善の余地はある

事業の緊急性

　多くの市民が屋内スポーツの拠点として活用するスポーツ施設であり公平性は高い。

■本事業の有効性が高い　　□本事業の有効性がある　□既存事業と大きな差はない

イ．
アを踏まえ、担当
部局の方針

■計画どおり着手が適当　　□再検討し実施する　　□着手を延期する

速やかに設備の維持補修を進め、利用者が安心して活動できる環境を整備する。

活
動
指
標

指　標　名
計画値
（R1）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

ア． 市民ニーズ

イ．
市が実施する
必要性

　施設の不具合などによる事故を未然に防止し、利用者の安全を確保する上で有効である。


